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(技師の判断で行われる追加撮影による胃がん検診がん検出力の向

上)

論 文 審 査 委 員 上者 郁夫､加藤 博和､淡谷 光一

学位論文内容の要旨

胃がん検診において技師の判断によって行われる追加撮影は､基準輯影だけでは検出困難

ながんを検出可能とする可能性がある｡今回､追加撮影ががんの検出力を高めるかどうか

を検討した｡対象者は2004年から2008年までに-か所の検診センターの 17名の技師が撮

影した間接撮影胃がん検診受診者 137744名中､爾査可能であったがん症例 144例である｡

この検診の撮影中にがんを疑 う異常所見が透視像で観察された場合は､異常所見をより詳

しく掃出させるために技師の判断で追加撮影を行った｡放射線科医2名によるⅩ線写真の

二重盲検法の再読影によって､まず基準の撮影方法のⅩ線写真のみでがん検出数を調べ､

次に基準の積影に追加撮影を加えたⅩ線写真でがん検出数を調べて､差の有無を評価 した｡

基準の撮影だけでのがん検出数 (検出有 120例､検出無 24例)に比べ､基準の撮影と追加

撮影でのがん検出(検出有 137例､検出無 7例)は有意な増加が静められた (17cases,

p<0.001,McNem打tBSt)｡以上より､技師の判断によって行われる追加撮影は､胃がん検診

におけるがんの検出力を高めることが明らかになった｡

論文審査の結果の要旨

論文審査要旨:本論文は診療放射線技師が胃の集団検診の撮影 の際に通常の撮腰

に加 えて､独 自の判断で追加 した写某が胃がん検 出力の向上に寄与す ることを多数

の症例で検討 した研 究で､この領域 における貢献は大 き く､本学保 健学研究科の博

士学位論文 として相応 しい内容 と静 める｡




